
（
二
酸
化
ウ
ラ
ン
燃
料
材
）

第
五
条

二
酸
化
ウ
ラ
ン
燃
料
材
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
元
素
を
含
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
元
素
の
含
有
量
の
ウ
ラ
ン
の
含
有
量
に
対
す

る
百
分
率
の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
で
あ
る
こ
と
。

炭
素

〇
・
〇
一
〇
以
下

ふ
っ
素

〇
・
〇
〇
一
五
以
下

水
素

〇
・
〇
〇
〇
二
以
下

窒
素

〇
・
〇
〇
七
五
以
下

三

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
元
素
を
含
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
元
素
の
含
有
量
の
全
重
量
に
対
す
る
百
分
率

の
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
で
あ
る
こ
と
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

〇
・
〇
八
以
上
〇
・
一
六
以
下

ほ
う
素

〇
・
〇
〇
〇
〇
一
二
以
下

炭
素

〇
・
二
〇
以
下

ク
ロ
ム

〇
・
〇
一
一
以
下

銅

〇
・
〇
〇
二
〇
以
下

コ
バ
ル
ト

〇
・
〇
〇
〇
五
以
下

鉄

〇
・
〇
一
〇
以
上
〇
・
〇
五
〇
以
下

ふ
っ
素

〇
・
〇
一
〇
以
下

水
素

〇
・
〇
〇
〇
五
以
下

マ
ン
ガ
ン

〇
・
〇
〇
二
五
以
下

ニ
ッ
ケ
ル

〇
・
〇
一
五
以
下

窒
素

〇
・
〇
一
五
以
下

酸
素

〇
・
〇
五
〇
以
下

け
い
素

〇
・
〇
一
〇
以
下

ト
リ
ウ
ム

〇
・
〇
〇
一
〇
以
下

平成™œ年�月™Ÿ日 金曜日 (号外第˜›—号)官 報
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
際
し

提
出
す
べ
き
書
類
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
を
以
下
の
と
お
り

提
出
い
た
し
ま
す
。

本
票
に
添
付
さ
れ
て
い
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
た
事
項
は
、
事
実
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

１
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
た
事
項

２
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
と
併
せ
て
提
出
さ
れ
る
書
類

備
考
１
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

２
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
た
事
項
」
の
欄
に
は
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ

て
い
る
事
項
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
二
枚
以
上
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
を
提
出
す
る
と
き
は
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
ご
と
に
整
理
番
号
を
付
し
、
そ
の
番
号
ご
と
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
載
す
る
こ

と
。

３
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
と
併
せ
て
提
出
さ
れ
る
書
類
」
の
欄
に
は
、
当
該
申
請
の
際
に
本
票
に
添
付

さ
れ
て
い
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
以
外
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
書
類
名
を
記
載
す
る
こ
と
。

四

組
織
の
状
態
は
、
正
常
で
あ
る
こ
と
。

五

結
晶
粒
度
は
、
実
用
上
差
し
支
え
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

割
れ
、
傷
等
で
有
害
な
も
の
が
な
い
こ
と
。

七

表
面
に
油
脂
、
酸
化
物
等
で
有
害
な
付
着
物
が
な
い
こ
と
。

八

中
空
の
も
の
で
あ
っ
て
そ
の
両
端
に
端
プ
ラ
グ
を
溶
接
し
た
も
の
の
溶
接
部
は
、
次
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ

ブ
ロ
ー
ホ
ー
ル
、
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
等
で
有
害
な
も
の
が
な
い
こ
と
。

ロ

中
空
部
に
封
入
さ
れ
て
い
る
ヘ
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
量
が
著
し
く
大
き
く
な
い
こ
と
。

二

ウ
ラ
ン
二
三
五
の
含
有
量
の
ウ
ラ
ン
の
含
有
量
に
対
す
る
百
分
率
の
値
の
偏
差
は
、著
し
く
大
き
く
な
い
こ
と
。

三

ペ
レ
ッ
ト
型
燃
料
材
に
あ
っ
て
は
、
ペ
レ
ッ
ト
が
次
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ

各
部
分
の
寸
法
の
偏
差
は
、
著
し
く
大
き
く
な
い
こ
と
。

ロ

密
度
の
偏
差
は
、
著
し
く
大
き
く
な
い
こ
と
。

ハ

表
面
に
割
れ
、
傷
等
で
有
害
な
も
の
が
な
い
こ
と
。

ニ

表
面
に
油
脂
、
酸
化
物
等
で
有
害
な
付
着
物
が
な
い
こ
と
。

四

ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム
を
添
加
し
て
い
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
次
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ

ウ
ラ
ン
の
含
有
量
の
全
重
量
に
対
す
る
百
分
率
の
値
は
、
八
十
七
・
七
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

酸
素
の
原
子
数
の
ウ
ラ
ン
の
原
子
数
に
対
す
る
比
率
の
値
は
、一
・
九
九
以
上
二
・
〇
二
以
下
で
あ
る
こ
と
。

五

ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム
を
添
加
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
次
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ

ウ
ラ
ン
の
含
有
量
の
全
重
量
に
対
す
る
百
分
率
の
値
は
、
実
用
上
差
し
支
え
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

酸
素
の
原
子
数
の
ウ
ラ
ン
の
原
子
数
に
対
す
る
比
率
の
値
は
、実
用
上
差
し
支
え
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム
の
含
有
量
の
全
重
量
に
対
す
る
百
分
率
の
値
の
偏
差
は
、
著
し
く
大
き
く
な
い
こ
と
。

ニ

ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム
の
均
一
度
は
、
実
用
上
差
し
支
え
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〇
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
七
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
四
十

三
条
の
三
の
十
二
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
の
技
術
基
準
に
関
す

る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
八
日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

田
中

俊
一

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

（
適
用
範
囲
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

「
燃
料
材
」
と
は
、
熱
を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
成
形
さ
れ
た
核
燃
料
物
質
を
い
う
。

二

「
燃
料
被
覆
材
」
と
は
、
原
子
核
分
裂
生
成
物
の
飛
散
を
防
ぎ
、
か
つ
、
冷
却
材
に
よ
る
侵
食
を
防
ぐ
た
め
に

燃
料
材
を
覆
う
金
属
管
を
い
う
。

三

「
端
栓
」
と
は
、
燃
料
被
覆
材
の
両
端
を
密
封
す
る
た
め
に
成
形
さ
れ
た
金
属
部
品
を
い
う
。

四

「
燃
料
要
素
」
と
は
、
燃
料
材
、
燃
料
被
覆
材
及
び
端
栓
か
ら
な
る
炉
心
の
構
成
要
素
で
あ
っ
て
、
構
造
上
独

立
の
最
小
単
位
で
あ
る
も
の
を
い
う
。

五

「
黒
鉛
ス
リ
ー
ブ
」
と
は
、
フ
ィ
ン
付
き
燃
料
要
素
の
荷
重
を
支
え
、
か
つ
、
冷
却
材
の
流
路
を
確
保
す
る
た

め
に
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
燃
料
被
覆
材
の
外
側
に
設
け
ら
れ
る
黒
鉛
製
の
円
筒
を
い
う
。

（
特
殊
な
加
工
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
）

第
三
条

特
別
の
理
由
に
よ
り
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
ら
な
い
で
燃

料
体
の
加
工
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
理
由
及
び
燃
料
体
の
加
工
の
方
法
に
つ
い
て
記
載
し
た
申
請
書
に

関
係
図
面
を
添
付
し
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
金
属
ウ
ラ
ン
燃
料
材
）

第
四
条

金
属
ウ
ラ
ン
燃
料
材
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

各
部
分
の
寸
法
の
偏
差
は
、
著
し
く
大
き
く
な
い
こ
と
。

二

燃
料
材
の
軸
は
、
著
し
く
湾
曲
し
て
い
な
い
こ
と
。
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